


川
崎
市
予
算
の
学
習
会
で
講
師
を
つ
と
め
る

竹
間
議
員（
2
0
1
0
年
2
月
）

市
議
会
で
代
表
質
問
す
る
竹
間
議
員

1,893人
（35.4％）

2,054人
（38.8％）

2,324人
（39.0％）

2,513人
（39.5％）

（　）内は不承諾率
不承諾者数／申請者数

07
年

08
年

09
年

2010
年

各年2月まとめ、川崎市保育課資料より

2004 年～2008 年、総合企画局資料より抜粋

福祉関係施設 2335m2

7万
1435m2

24億円

322億円

項　目 面積

保育園不足を考えあった
共産党市議団主催の「子育てのつどい」で
発言する竹間議員（08年5月）

ビ
ル
の
一
室
を
利
用
し
た
幸
区
の

小
規
模
認
可
保
育
園
を
視
察

取得価格

水江町企業誘致事業用地、
小杉ビジネスホテル等用地、
小杉周辺・川崎駅西口の拠
点開発関連（道路その他）

　

市
は
09
年
か

ら
の
３
年
間
、

認
可
保
育
園
の
定
員
を
毎
年
１
千
人
ず
つ
増
や
す

計
画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、ビ
ル
の
一
室
を
利

用
し
た
小
規
模
園
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
、最
近
で

は
鉄
道
高
架
下
に
も
認
可
保
育
園
が
で
き
ま
し

た
。園
庭
の
あ
る
保
育
園
を
増
や
し
て

待
機
児
を
解
消
す
る
に
は
、市
が
土
地

の
確
保
か
ら
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、市
の
整

備
計
画
で
は
07
年
度
・
大

規
模
２
ヵ
所
２
４
０
床
、小
規
模
２
ヵ
所
49
床
を

増
や
す
計
画
で
し
た
が
、名
乗
り
出
る
法
人
が
な

く
新
設
は
ゼ
ロ
。08
・
09
年
度
の
２
年
間
に
新
設
さ

れ
た
の
も
全
市
域
で
わ
ず
か
29
床
。竹
間
議
員
の

質
問
に
、健
康
福
祉
局
長
は
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設

が
進
ま
な
い
の
は「
ま
と
ま
っ
た
広
さ
の
用
地
確

保
が
難
し
い
」か
ら
と
答
弁（
07
年
12
月
議
会
）。

　

竹
間
議
員
は
、公
有
地
の
活
用
を
い
ち
早
く
提

案
し
、市
が
土
地
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、市
は
こ
こ
数
年
、臨
海
部
の
企
業

誘
致
な
ど
の
た
め
に
土
地
を
次
つ
ぎ
購
入
。08
年

度
に
臨
海
部
・
水
江
町
の
土
地（
５
・
６
ha
）を
２
３

7
億
円
で
購
入
し
、２
０
１
０
年
度
に
は
殿
町
３

丁
目
の
土
地（
１
・
３
ha
）を
23
億
円
で
購
入
。そ
の

予
算
が
提
案
さ
れ

た
３
月
議
会
の
代

表
質
問
で
、竹
間

議
員
は「
な
ぜ
川

崎
市
が
土
地
を
買

っ
て
、民
間
に
貸

し
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
」

と
、土
地
購
入
の

あ
り
方
を
改
め
る

よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
市
は
、臨
海
部
に
土
地
を
用
意
し
た
う

え
に
、こ
こ
で
新
規
事
業
化
す
る
大
手
企
業
に
税

金
投
入
す
る
助
成
制
度
ま
で
創
設
し
ま
し
た
。（
設

備
投
資
費
の
10
％
、１
件
最
大
10
億
円
）。

　

自
治
体
の
一
番
だ
い
じ
な
仕
事
は「
住
民
福
祉

の
増
進
」（
地
方
自
治
法
第
１
条
）で
す
。竹
間
議
員

は
、予
算
の
使
い
方
を
改
め
、認
可
保
育
園
と
特
養

ホ
ー
ム
の
た
め
に
こ
そ
用
地
を
確
保
し
、い
っ
き

に
増
や
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

ちくま幸一のプロフィール●幸区
生まれ。県立川崎高校卒業後、横浜
市役所に就職。働きながら法政大学
第２文学部に学ぶ。1987年から川崎
市会議員に。総務委員会、市民委員
会、健康福祉委員会、まちづくり委
員会、環境委員会の各委員、神奈川
県内広域水道企業団議会議員を務
め、2010年4月から市民委員会に所
属、党市議団長、現在６期目。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
不
足
も
深
刻
で
す
。

　

共
産
党
市
議
団
、竹
間
幸
一
議
員
は
、川
崎
市
の

２
つ
の
異
常
事
態
、認
可
保
育
園
と
特
養
老
人
ホ

ー
ム
の
整
備
の
遅
れ
を
議
会
の
た
び
に
告
発
し
、

増
設
の
規
模
と
テ
ン
ポ
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

２０１０年３月
予算議会・
代表質問で
ちくま幸一団長
が主張

認
可
保
育
園
も

特
養
ホ
ー
ム
も

　
「
育
休
中
に
保
育
園
に
入
れ
な
く
て
退
職
し
ま

し
た
」と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、い
ま
、保

育
園
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
内
で
は
認
可
保
育
園
に
入
り
た
く
て
も

入
れ
な

い
子
ど

も
が
増

え
つ
づ

け
（
グ

ラ
フ
）

２
０
１

０
年
４

　
「
就
活
よ
り
も
婚
活
よ
り
も
、い
ま
最
も
難
し
い

の
は『
保
活
』か
も
」…
。週
刊
誌『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』３
月

１
日
号
に「『
保
活
』勝
っ
た
人
、負
け
た
人
」と
い

う
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
働
く
マ
マ
た
ち
の
間
で
は
、保
育
園
に
子

ど
も
を
入
れ
る
活
動
を「
保
活
」と
呼
ぶ
そ
う
で

す
。

月
入
園
希
望
者
の
約
４
割
、２
５
１
３
人
が「
不
承

諾
」に
。幸
区
内
で
も
前
年
比
76
人
増
え
て
３
２
３

人
が「
不
承
諾
」に
な
り
ま
し
た
。

　

18
政
令
市
比
較
で
川
崎
市
は
、認
可
保
育
園
に

申
請
し
て
も
入
園
で
き
な
い
児
童
数
の
割
合
が
ワ

ー
ス
ト
１
位（
09
年
４
月
）と
い
う
状
況
で
す
。人

口
急
増
に
対
応
し
た
増
設
を
し
て
こ
な
か
っ
た
市

長
の
責
任
が
き
び
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

　

土
地
の
確
保

か
ら
民
間
ま
か

せ
と
い
う
市
の

姿
勢
が
、
認
可

保
育
園
も
特
養

老
人
ホ
ー
ム

も
、
整
備
が
遅

れ
て
い
る
大
き

な
要
因
で
す
。

待
機
者
数
は
２
０
１
０
年
4
月
時
点
で
５
３
8
6

人
に
。総
定
員
数（
09
年
４
月
、２
５
７
８
床
）の
２

倍
以
上
の
人
が
入
所
を
待
っ
て
い
ま
す
。12
大
都

市
比
較
で
川
崎
市
は
高
齢
者
人
口（
65
歳
以
上
）あ

た
り
の
ベ
ッ
ド
数
が
、ワ
ー
ス
ト
２
位（
09
年
４

月
）と
い
う
状
況
で
す
。

　

市
は
増
設
に
よ
っ
て
待
機
者
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、介
護
保
険
法
で「
要
介
護
１
」か
ら
入
所
で

き
る
基
準

を「
要
介
護

３
」か
ら
と

改
悪
し
、待

機
者
数
を

低
く
抑
え

る
や
り
方

を
と
っ
て

い
ま
す
。

「
民
間
ま
か
せ
に
せ
ず
、

用
地
確
保
に
市
が
全
力
を
」

と
主
張

認
可
保
育
園
は
入
園
申
請
者
の

４
割
が
入
れ
な
い
！

い
っ
ぽ
う
で
企
業
誘
致
の

土
地
購
入
に
大
金
投
入…

自
治
体
の
一
番
だ
い
じ
な
仕
事
は

「
住
民
福
祉
の
増
進
」

増
設
の
規
模
と
テ
ン
ポ

引
き
上
げ
を
〜
議
会
の
た
び
に
要
求

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

待
機
者
数
５
３
8
6
人

土
地
購
入
の
優
先
順
位
な
ど
、お
金
の
使
い
方
を

改
め
れ
ば　
　
　

 

い
っ
き
に
増
や
せ
ま
す

川
崎
市
の 

「
2
つ
の
異
常
事
態
」

保
育
園
と
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
不
足

抜
本
解
決
に
全
力
あ
げ
る

川崎市の認可保育園の
入園「不承諾者数・率」

川崎市の5年間の用地取得実績では

2

認可保育園・特養ホーム増設を●

3

●認可保育園・特養ホーム増設を



市議会で質問する竹間議員

聖マリアンナ医科大学病院（宮前区）に
開設された総合周産期母子医療センタ
ーを視察（2010年3月）

　

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、お
金
の
心
配

を
し
な
い
で
病
院
に
連
れ
て
行
き
た
い
…
親
の
切

実
な
願
い
で
す
。

　

市
民
の
運
動
と
共
産
党
の
ね
ば
り
強
い
質
問

で
、川
崎
市
は
小
児
医
療
費
助
成
が
07
年
１
月
か

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し

所
得
制
限
が
あ
る
た
め
に
対
象
年
齢
の
25
％
が
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
東
京
23
区
の
す
べ
て
、政
令
市
で
も
、さ

い
た
ま
市
、浜
松
市
が
所
得
制
限
な
し
で
中
学
卒

業
ま
で
無
料
化
に
ふ
み
だ
し
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
は
、09
年
の
市
長
選
挙
で「
拡
充
す
る
」

と
公
約
し
た
阿
部
市
長
に
、一
刻
も
早
く
具
体
化

す
べ
き
と
求
め
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
へ
の
公
費
助
成
が
09
年
４
月
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
５
回
か
ら
14
回
へ
、妊
婦
１
人
の
助

成
額（
合
計
）は
２
万
６
千
円
か
ら
８
万
９
千
円
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
共
産
党
は
、日
本
産
婦
人
科
医
会
の「
14

回
の
妊
婦
健
診
が
す
べ
て
公
費
で
負
担
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
す
る
」と
の
見
解
も
示
し
、14
回
に
助
成

を
増
や
す
よ
う
い
ち
早
く
提
案
、ね
ば
り
強
く
質

問
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、里
帰
り
出
産
な
ど
で
補
助
券
が
使
え

な
い
な
ど
の
事
例
が
相
次
ぎ
、改
善
を
要
求
。２
０

１
０
年
１
月
か
ら
市
に
申
請
す
れ
ば
払
い
戻
さ
れ

る
よ
う
改
善
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
８
ヵ
月
後
ま
で
分
娩
予
約
が
い
っ
ぱ
い
と
言

わ
れ
た
」。分
娩
取
り
扱
い
病
院
が
幸
区
内
に
一
ヵ

所
も
な
い
な
ど
、安
心
し
て
出
産
で
き
る
産
科
医

療
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
ま
す
。共
産
党
は
、根
本

に
あ
る
産
科
医
師
不
足
の
解
消
と
と
も
に
分
娩
取

り
扱
い
病
院
へ
の
支
援
策
、助
産
師
の
有
効
活
用

な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

09
年
10
月
に
日
本
医
師
会
が
発
表
し

た
新
政
権
へ
の
提
案
で
は「
と
く
に
子
育

て
の
心
配
を
な
く
し
、少
子
化
対
策
を
支

援
す
る
た
め
、義
務
教
育
修
了
ま
で
の
外

来
医
療
費
の
無
料
化
を
め
ざ
す
」と
し
て

い
ま
す
。

　

入
園
料
も
保
育
料
も（
平
均
額
が
）政
令
市
で
一

番
高
い
川
崎
市
。保
護
者
負
担
が
全
国
平
均
よ
り

年
間
18
万
円
も
高
い
の
に
、市
独
自
の
上
乗
せ
補

助
は
所
得
が
一
番
高
い
Ｅ 

ラ
ン
ク（
年
収
６
８
０

万
円
以
上
）だ
け
で
す
。

　

共
産
党
は
毎
議
会
で
、横
浜
市
な
ど
の
よ
う
に

全
ラ
ン
ク
で
国
基
準
の
補
助
に
市
独
自
で
上
乗
せ

す
る
よ
う
要
求
。市
予
算
の「
く
み
か
え
提
案
」で
、

補
助
の
月
１
万
円
増
額
、入
園
料
10
万
円
補
助
の

創
設
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
が
、国
の
決
め
る
幼
稚
園
保
育
料

補
助
の
単
価
を
所
得
Ｄ
ラ
ン
ク（
年
収
３
６
０
万

円
〜
６
８
０
万
円
）で
減
額
。

　

09
年
12
月
議
会
で
共
産
党
は
、減
ら
さ
れ
る
分

を
市
が
補
て
ん
す
べ
き
と
要
求
。市
の
２
０
１
０

年
度
予
算
で
補
て
ん
が
盛
り
込
ま
れ
、前
年
と
同

額
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

竹間議員は09年４月、私立幼稚園の保護者に
月額２万６千円（上限）まで補助している江戸
川区を視察。同区では区立幼稚園の保育料（月
額３千円）との格差を是正するために私立へ
の補助を手厚くし、父母負担の公平性を確保
するという考えです。同区は入園料補助10万
円もあります。

08年5月、神戸市の市立幼稚園を視察。同市は
公私の「協調と連携」方針で、09年4月現在、市
立幼稚園が44園あり、実員2819名（人件費を含
めた運営経費、年30億円を市が支出）。市担当
者は「希望者全員就園の方針なので、教室・職
員を増やしてでも全員入園させます」と説明。

　

川
崎
市
は「
少
数
の
園
児
だ
け
が
安
い
保
育
料

で
通
え
る
の
は
不
公
平
」と
の
理
由
で
、09
年
度
末

で
公
立
幼
稚
園（
新
城
、生
田
）を
全
廃
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
公
平
性
」の
考
え
が
江
戸
川
区
の
や

り
方（
左
上
写
真
説
明
）と
は
正
反
対
で
す
。

　

09
年
９
月
議
会
で
提
出
さ
れ
市
立
幼
稚
園
の
廃

止
条
例
に
は
自
公
民
ネ
ッ
ト
が
賛
成
。共
産
党
は

「
廃
止
で
な
く
市
立
幼
稚
園
を
せ
め
て
各
区
に
１

ヵ
所
整
備
を
」と
求
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
6
年
に
幸
区
北
加
瀬
に
開
設
さ
れ
た
保
育
園
併

設
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
か
ん
が
る
ー
」（
運
営
・

長
尾
福
祉
会
）。親
子
で
遊
ぶ「
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
」が
あ

り
、経
験
豊
か

な
保
育
士
・
看

護
師
・
栄
養
士

が
対
応
す
る

「
子
育
て
相
談
」

（
予
約
制
）、子

育
て
講
座
、身

体
測
定
、子
育

て
情
報
の
提
供

な
ど
様
々
な
役

割
を
果
た
し
、

3
0
0
人
以
上

が
登
録
・
利
用

し
て
い
ま
す
。

東
京
23
区
、さ
い
た
ま
市
も
実
施

子
ど
も
医
療
費
、所
得
制
限
な
し
で

中
学
卒
業
ま
で
無
料
化
を

入
園
料
も
保
育
料
も
政
令
市
で

い
ち
ば
ん
高
い
川
崎
市

私
立
幼
稚
園
の
保
育
料

補
助
増
額
を―

毎
議
会
で
要
求

妊
婦
健
診
へ
の
公
費
助
成
が

14
回
に
増
え
ま
し
た

月
額
2
万
6
千
円
ま
で
補
助
す
る

江
戸
川
区
を
視
察

公
立
が
44
園
あ
る
神
戸
市

市
立
幼
稚
園
を
視
察

「
公
立
幼
稚
園
は
廃
止
で
な
く

増
設
を
」と
主
張

幸
区
内
に
分
娩
で
き
る

病
院
が
な
い
！

産
科
医
療
体
制
の
拡
充
を

日本医師会も
提言

北
加
瀬
に
開
設
さ
れ
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
ん
が
る
ー
」を
視
察

子
育
て
支
援
、教
育
環
境
の
改
善
に

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た●

民
主
党
政
権
が
減
ら
し
た

　

補
助
単
価
を
補
て
ん
さ
せ
ま
し
た

4
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共産党市議団主催の教育シンポジウム
（08年9月）

08年12月、500人の“派遣切り”を発表した
三菱ふそうトラックバス㈱工場門前での
労働者の抗議行動

「違法な首切りをやめさせ、雇用を
守る対策を」と神奈川労働局に申し
入れる竹間議員（09年4月）

日吉小学校の
エレベーター
前で

　

神
奈
川
県
内
の
高
校
生
の
就
職
内
定
率
は
09
年

12
月
時
点
67
・
６
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位
。高
校

生
の
就
職
に
と
っ
て
、市
内
企
業
、地
元
自
治
体
が

果
た
す
役
割
は
決
定
的
で
す
。

　

２
０
１
０
年
３
月
議
会
で
竹
間
議
員
は
、北
九

州
市
が
09
年
12
月
か
ら
実
施
し
た「
新
規
高
卒
採

用
拡
大
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」の
よ
う
に
、川
崎
市
も
市

長
を
先
頭
に
市
内
企
業
を
ま
わ
り
求
人
開
拓
に
全

力
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
「
今
月
い
っ
ぱ
い
で（
会
社
に
）行
か
な
く
て
い
い
よ
と
、派
遣
会
社
か
ら
電
話
で
通
告
さ
れ

た
」（
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス
川
崎
工
場
勤
務
、20
歳
）…

。08
年
末
、市
内
で
も
、三
菱
ふ
そ

う
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス
㈱
が
５
０
０
人
、プ
レ
ス
工
業
㈱
が
４
０
０
人
な
ど
、大
企
業
に
よ
る
派
遣
・

非
正
規
労
働
者
の
大
量
解
雇
が
次
つ
ぎ
発
表
さ
れ
、雇
用
破
壊
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

深
刻
な
雇
用
の
実
態
を
調
査

す
る
た
め
、共
産
党
川
崎
市
議

団
は
09
年
１
月
か
ら「
雇
用
と

労
働
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、

約
１
６
０
０
通
も
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
”
派
遣
切
り
“
な
ど
人
間
扱
い
さ

れ
な
い
職
場
の
実
態
、雇
用
破
壊
が
生
活
破
壊
に

つ
な
が
っ
て
い
る
悲
痛
な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

多
く
の
人
た
ち
が
身
近
に
解
雇
を
経
験
し
、人
が

減
ら
さ
れ
た
職
場
で
は
超
長
時
間
・
サ
ー
ビ
ス
残

業
が
横
行
、健
康
破
壊
が
進
行
し
て
い
る
実
態
が

う
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

竹
間
議
員
ら
共
産
党
市
議
団
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
届
け
、市
長
と
神
奈
川
労
働
局
に
要
望
書
を

提
出
。市
民
の
雇
用
と
、健
康
、生
活
を
守
る
緊
急

対
策
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
共
産
党
は
、「
安
定
し
た
雇
用
を
守
る

こ
と
こ
そ
最
大
の
景
気
対
策
で
あ
り
、市
長
が
大

量
首
切
り
の
撤
回
を
市
内
大
企
業
に
申
し
入
れ
る

　共産党市議団主催で「格差社会の中
での自治体の役割～川崎市政を貧困に
どう立ち向かわせるか」のシンポジウ
ムを開催（08年7月）。講演した湯浅誠
さんは「貧困の原因は労働市場にあり、
貧困ラインは失業者・無職者だけでな
く非正規労働者から正規社員まで迫っ
ている」と告発しました。

　

多
く
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、き
め
細
か
な
指

導
な
ど
、そ
の
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
少
人
数

学
級
。保
護
者
や
教
育
関
係
者
の
運
動
と
連
携
し
、

共
産
党
は
毎
議
会
で
川
崎
市
で
の
実
施
を
求
め
て

き
ま
し
た
。07
年
度
か
ら
小
学
１
年
生
で
35
人
以

下
学
級
が
実
現
。09
年
度
に
は「
川
崎
市
独
自
で
少

人
数
学
級
の
実
現
を
」の
請
願
が
初
め
て
本
会
議

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。一
刻
も
早
く
小
学
２
年
生

の
全
学
級
、中
学
１
年
生
に
拡
充
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

　
「
教
科
書
や
黒
板
の
字
が
見
え
な
く
て
授
業
に

つ
い
て
い
け
な
い
」と
い
う
児
童
が
い
な
い
よ
う

視
力
の
弱

い
児
童
に

小
中
学
校

時
の
９
年

間
で
１
回

だ
け
支
給

さ
れ
て
き

た
メ
ガ
ネ

や
、
小
学

校
入
学
時

の
ラ
ン
ド
セ
ル
、卒
業
ア
ル
バ
ム
代
へ
の
補
助
ま

で…

。阿
部
市
長
は
、生
活
困
難
な
家
庭
の
子
ど
も

へ
の
支
援
策
を
次
つ
ぎ
廃
止
し
て
き
ま
し
た
。

　

09
年
３
月
議
会
の
代
表
質
問
で
竹
間
議
員
は
、

「
子
ど
も
の
貧
困
」が
広
が
る
な
か
、子
ど
も
た
ち

を
守
る
手
立
て
が
必
要
と
述
べ
、保
護
者
負
担
の

軽
減
と
と
も
に
、「
就
学
援
助
の
支
給
品
目
で
削
ら

れ
た
メ
ガ
ネ
、ア
ル
バ
ム
代
な
ど
を
い
ま
こ
そ
元

に
も
ど
せ
」と
迫
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
０
年
３
月
議
会
で
は
、就
学
援

助
基
準
引
き
上
げ
と
と
も
に
、「
ま
わ
り
に
気
兼
ね

せ
ず
に
就
学
援
助
が
受
け
ら
れ
る
方
法
に
改
善

を
」と
要
求
し
ま
し
た
。

　日吉小学校に念願のエレベーターが
設置されたのは02年。これは01年６月
議会で竹間議員が、車イスの児童のため
にエレベーターの設置を求めたのに対
し、教育長が「介助してくれる教員や級
友への心の負担をなくす」ためにも設置
すると答えていたものです。
　06年３月には小倉小学校にもエレベ
ーターが設置されました。

　東小倉小学校の車いす利用の児童（６
年生）のために、竹間議員は小学校での
緊急対応と進学予定の中学校へのエレ
ベーター設置を要求。
　教育長は、小学校で「昇降口やトイレ
内のスロープの勾配を緩やかにし、教室
出入り口の段差解消など09年度中の実
施を協議する」と答弁。中学校もバリア
フリー化にとりくむと答えました。

べ
き
」（
08
年
12
月
議
会
）と
要
求
。

　

阿
部
市
長
は「
各
企
業
は
高
度
な
経
営
判
断
に

も
と
づ
き
、経
営
努
力
し
て
い
る
」と
大
企
業
の

“

派
遣
切
り”

を
擁
護
し
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
干
潟
を
守
り
た
い

●
小
学
生
の
環
境
学
習
に
参
加

　

近
く
の
小
学
校
5
年
生
が
多
摩
川
の
生
物
や
自
然

を
観
察
す
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
河
口
干
潟

で
の
環
境
学
習

に
参
加（
08
年

6
月
）。

　

議
会
で
は
、

こ
の
県
内
最
大

の
貴
重
な
干
潟

を
壊
す「
羽
田

連
絡
道
路
」建

設
計
画
を
や
め

る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

「
雇
用
と
労
働
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
届
け

市
長
と
神
奈
川
労
働
局
に
申
し
入
れ

貧
困
か
ら
子
ど
も
を
守
る

支
援
策
、廃
止
で
な
く
拡
充
を

雇
用
を
守
る
社
会
的
責
任
、

市
長
は
市
内
大
企
業
に
要
請
を

「
派
遣
村
」村
長
・
湯
浅
誠
さ
ん
招
き

貧
困
・
格
差
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

雇用破壊から
市民を守るために

高
校
生
の
就
職
支
援
、

地
元
自
治
体
の
役
割
が
決
定
的

車
イ
ス
の
児
童
の
た
め
に 

一
貫
し
て

東小倉小学校の緊急対応、
進学する中学校にも

日吉小、小倉小に
エレベーター設置

き
め
細
か
な
指
導
に
効
果
抜
群

少
人
数
学
級
の
拡
大
を

6
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下平間の町工場で景気や仕事の状況、要望を
聞く竹間議員（2010年4月）

銀柳街商店街役員のみなさんと懇談、「ラゾー
ナ川崎」の影響や要望を聞く（08年5月）

大工さんから話を聞く竹間議員

川崎建設業協会と共産党市議団の懇談会

幸区内の魚屋さんで話を聞く竹間議員
（2010年4月）

　

市
は
災
害
時
の
町
内
会
館
の
位
置
づ

け
を「
高
齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
や
小
規
模
な
災
害
の
場
合
な

ど
は
地
域
の
方
々
が
容
易
に
避
難
で
き

る
施
設
と
し
て
有
効
」と
し
て
い
ま
す

が
、市
内
の
町
内
会
館
の
約
４
割
が
旧

耐
震
基
準
の
建
物
で
す
。

　

09
年
３
月
議
会
で
竹
間
議
員
は
、現

在
の
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
に
加
え
て

　

市
内
全
企
業
数
の
97
％
を
占
め
る
中
小
・
零
細

企
業
は
、文
字
通
り「
地
域
経
済
の
主
役
」で
す
。共

産
党
市
議
団
・
竹
間
幸
一
議
員
は
、中
小
企
業
・
商

店
街
へ
の
支
援
策
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、八
王
子
市（
雇
用
維
持
奨
励
金
制
度
）

や
大
阪
・
八
尾
市（
も
の
づ
く
り
集
積
促
進
奨
励
金

制
度
）な
ど
、中
小
企
業
の
工
場
や
雇
用
の
維
持
を

財
政
的
に
支
援
す
る
自
治
体
独
自
の
と
り
く
み
が

広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

竹
間
議
員
は
、

川
崎
市
で
も
、工
場
家
賃
や
工
作
機
の
リ
ー
ス
代
、

雇
用
維
持
な
ど「
固
定
費
」へ
の
補
助
を
創
設
す
る

よ
う
提
案
。大
企
業
か
ら
地
元
中
小
企
業
へ
の
仕

事
が
優
先
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
市
の
対
策
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
の
９
割
以
上
が
従
業
員
19
人
以
下
の
川

崎
市
で
は
、小
規
模
事
業
所
へ
の
融
資
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
大
田
区
で
は
09
年
か
ら「
小
口
零
細
企

業
保
証
制
度
」対
象
の
融
資
は
金
利
ゼ
ロ
を
実
施
。

共
産
党
は
、川
崎
市
で
も「
小
口
零
細
」の
融
資
の

金
利
を
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
工
事
で
の
下
請
け
企
業
の
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
の「
公
契
約
条

例
」の
制
定
に
つ
い
て
、３
月
議
会
で
竹
間
幸
一
議

員
の
代
表
質
問
に
財
政
局
長
が「
２
０
１
０
年
度

中
に
議
会
に
提
案
し
た
い
」と
表
明
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
以
降
、川
崎
市
建
設
労
働
組
合
協

議
会
が
毎
年
の
対
市
交
渉
で
要
請（
05
年
提
出
の

請
願
に
賛
成
し
た
の
は
共
産
党
だ
け
）。共
産
党
市

議
団
は
全
国
初
の
条
例
を
制
定
し
た
千
葉
県
野
田

市
を
視
察
調
査
し
、09
年
12
月
議
会
で
再
度
要
求
、

市
長
が「
野
田
市
の
条
例
を
参
考
に
公
共
事
業
の

品
質
管
理
と
と
も
に
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
を

め
ざ
す『
公
契
約
条
例
』制
定
の
検
討
を
開
始
す

る
」と
初
め
て
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　

09
年
９
月
議
会
で
阿
部
市
長
は
、業
界
紙
の
専

門
店
集
合
施
設
の
売
上
高
調
査
で「
ラ
ゾ
ー
ナ
川

崎
」が
全
国
２
位
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て「
川
崎

の
元
気
を
象
徴
し
た
結
果
」と
自
慢
し
ま
し
た
。し

か
し
、そ
の
陰
で
は
…
。

　

商
業
統
計
調
査
02
年
―
07
年
比
で
幸
区
の
店
舗

数
は
１
５
５
店
舗
の
増
で
す
が
、ラ
ゾ
ー
ナ
だ
け

で
２
０
０
店
舗
増
加
し
た
の
で
、差
し
引
き
で
地

域
の
商
店
は
45
店
舗
も
減
っ
て
い
ま
す（
川
崎
区

は
１
２
７
店
舗
の
減
な
ど
）。年
間
販
売
額
で
も
、

幸
区
全
体
で
３
８
０
億
円
の
増
で
す
が
、「
ラ
ゾ
ー

ナ
」だ
け
で
３
８
４
億
円
な
の
で
、差
し
引
き
４
億

円
の
減（
川
崎
区
は
53
億
円
減
な
ど
）…
。

　

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
地
域
の
商
店
街
へ
の

支
援
こ
そ

求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

１
万
円
で
券
を
購
入
し
て
１
万
１
千
円
分
の
買

い
物
が
で
き
る
10
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商
品
券

は
、消
費
を
刺
激
し
、商
店
街
で
買
い
物
す
る
人
を

増
や
す
こ
と
が
、09
年
の
多
摩
区
商
連
の
独
自
の

と
り
く
み
で
実
証

さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
市
で
は
プ

レ
ミ
ア
ム
分
の
２

分
の
1
と
印
刷
代

な
ど
発
行
経
費
全

額
を
補
助
し
て
い

ま
す
が
、川
崎
市

は
広
報
費
や
印
刷

費
の
一
部
し
か
助

成
し
て
い
ま
せ
ん
。共
産
党
・
竹
間
議
員
は
、こ
の

増
額
と
と
も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
市
が
補
助
す
る

制
度
を
創
設
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
制
度
の
創
設
を
要
求
。市
が

「
耐
震
診
断
後
の
改
修
に
か
か
わ
る
助

成
制
度
の
創
設
に
向
け
関
係
局
と
調
整

し
て
い
く
」と
答
弁
。

　

２
０
１
０
年
度
予
算
で
、町
内
会
・
自

治
会
会
館
の
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
、

耐
震
設
計
・
改
修
補
助
事
業（
い
ず
れ
も

新
規
）が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
間
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
顧
客
と
の
つ

な
が
り
と
信
頼
を
深
め
る
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ

の
補
助
の
シ
ス
テ
ム
が
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。市
は
全

体
の
予
算
を
増
や
さ
ず
に
、２
０
１
０
年
度
か
ら
は

イ
ベ
ン
ト
事
業
を
評
価
・
ラ
ン
ク
付
け
し
、Ａ
ラ
ン
ク

＝
補
助
率
50
％
、Ｂ
ラ
ン
ク
＝
同
20
％
、Ｃ
ラ
ン
ク
＝

10
万
円
以
下
と
、補
助
額
に
差
を
付
け
た
の
で
す
。し

か
も
、３
年
連
続
で
Ｃ
ラ
ン
ク
の
評
価
を
受
け
る
と
、

４
年
目
か
ら
補
助
が
打
ち
切
り
に
。予
算
総
額
を
低

く
抑
え
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

３
月
議
会
で
竹
間
議
員
は
、「
商
店
会
同
士
の
イ
ベ

ン
ト
を
ふ
る
い
に
か
け
る
ラ
ン
ク
付
け
・
選
別
を
や

め
、予
算
を
抜
本
的
に
増
額
し
、希
望
す
る
す
べ
て
の

商
店
街
を
応
援
す
べ
き
」と
求
め
ま
し
た
。

●
市
長
が
自
慢
す
る「
ラ
ゾ
ー
ナ
」売
上
の
影
で

　

地
域
の
商
店
は…

市
民
の
消
費
を
刺
激
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
へ
の
補
助
を
提
案

工
場
家
賃
、機
械
リ
ー
ス
代
な
ど

「
固
定
費
」へ
の
補
助
を
提
案

「
小
口
融
資
」を
金
利
ゼ
ロ
に

町内会館の耐震診断
・改修助成制度が
創設されました

川
崎
の
地
域
経
済
を
守
り

元
気
に
す
る
た
め
に

 
中
小
企
業
と
商
店
街
を
支
援公

共
工
事
で
下
請
け
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
を
確
保
す
る

「
公
契
約
条
例
」２
０
１
０
年
度
中
に
策
定
へ

商
店
街
イ
ベ
ン
ト
補
助

予
算
の
大
幅
増
額
こ
そ

●
ラ
ン
ク
付
け
を
批
判

8
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「福祉切り捨て許すな」と阿部市長の行革プランを
考える学習会で報告する竹間議員（07年9月）

「老人医療費助成の廃止やめよ」と市役所前で
座り込みする市民を激励（07年12月）

東古市場に開所した特別養護老人ホーム
「みんなと暮らす町」

プール無料券の継続支給を求め副市長に
申し入れ（08年4月）

介護・福祉の人材不足問題を考
える共産党市議団主催のシンポ
ジウムで発言（08年5月）

川崎市立ろう学校で
教育環境を聞き取り
（09年5月）

神
奈
川
県
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

視
察（
08
年
4
月
）

福祉製品開発フォーラム
に参加（2010年3月）。ベ
ッド用杖ホルダー付起立
補助具や自立式一本杖な
ど試作品の発表を見学し
ました。

　

自
公
政
権
が
老
人
保
健
法
を
廃
止
し
て
08
年
４

月
か
ら
導
入
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
。75
歳

に
な
る
と
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
か

ら
強
制
的
に
別
建
て
の
保
険
に
加
入
さ
せ
ら
れ
、

差
別
医
療
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
産
党
は
同
制
度
の
廃
止
を
求
め
、「
す
ぐ
廃
止

す
る
」と
の
公
約
を
守
ら
な
い
民
主
党
政
権
に
対

し
、一
刻
も
早
く
廃
止
す
る
よ
う
市
長
が
国
に
申

し
入
れ
る
べ
き
と
市
議
会
で
主
張
し
ま
し
た
。

　

国
が
介
護
報
酬
を
引
き
下
げ
て
き
た
影
響
で
劣
悪

な
労
働
条
件
が
し
い
ら
れ
、人
材
不
足
が
深
刻
な
介

護
現
場
。入
所
待
機
者
が
多
い
の
に
、職
員
不
足
の
た

め
、ベ
ッ
ド
数
い
っ
ぱ
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
０
年
３
月
議
会
で
竹
間
議
員
は
、東
京
・
千

代
田
区
で
実
施
し
て
い
る
、介
護
施
設
の
非
正
規
か

ら
正
規
職
員
へ
の
格

上
げ
や
パ
ー
ト
職
員

の
時
給
引
き
上
げ
な

ど
へ
の
費
用
補
助
、

住
宅
手
当
補
助
な
ど

を
紹
介
。川
崎
市
で

も
独
自
の
支
援
策
を

求
め
ま
し
た
。

　

国
保
加
入
者
へ
の
保
健
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ

て
き
た
余
熱
利
用
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

の
無
料
利
用
券
が
、75
歳
以
上
の
人
は「
後
期
高
齢

者
医
療
」の
保
険
に
移
行
し
た
た
め
、08
年
４
月
か

ら
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
間
議
員
ら
共
産
党
市
議
団
は
、市
の
責
任
で

「
プ
ー
ル
券
等
無
料
券
」を
支
給
す
る
よ
う
申
し
入

れ
、同
年
６
月
議
会
で
も
求
め
ま
し
た
。

　

東
古
市
場
地
域
で
市
営
住
宅
と
の

合
築
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
こ
た
え
、

竹
間
議
員
は
01
年
12
月
議
会
で
質
問
。

公
共
用
地
活
用
型
の
先
駆
け
と
し
て
、

06
年
着
工
で
08
年
１
月
に
定
員
１
２

０
床
の「
み
ん
な
と
暮
ら
す
町
」が
開

所
し
ま
し
た
。

　

竹
間
議
員
が
特
養
ホ
ー
ム
増
設
の

た
め
に
公
有
地
活
用
を
強
調
す
る
な

か
、市
も
整
備
手
法
な
ど
の「
検
討
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、そ
の
後
、市
有
地

を
活
用
し
た
整
備
と
し
て
、幸
区
で
は

11
年
度
か
ら
南
部
市
場
北
側
用
地
に

１
２
０
床
、11
〜
12
年
度
に
河
原
町
小

学
校
跡
地
に
１
２
０
〜
１
５
０
床
の

計
画
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
は
敬
老
無
料
パ
ス
の
廃
止
・
有
料
化

（
04
年
）に
つ
づ
き
、07
年
12
月
に
は
、市
独
自
の
老

人
医
療
費
助
成
制
度
を
廃
止
す
る
条
例
案
を
提

案
、自
公
民
ネ
ッ
ト
な
ど
の
賛
成
で
廃
止
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

共
産
党
市
議
団
は
、67
〜
69
歳
の
窓
口
負
担
が

３
割
負
担
に
な
り
、１
人
あ
た
り
年
間
約
５
万
円
、

総
額
16
億
円
も
の
負
担
増
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
と

指
摘
。あ
い
つ
ぐ
増
税
・
保
険
料
等
の
負
担
増
で
苦

し
む
高
齢
者
を
救
済
す
る
た
め
に
、助
成
制
度
を

存
続
・
拡
充
す
る
こ
と
こ
そ
自
治
体
の
役
割
だ
と

主
張
し
、廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

在
宅
介
護
援
助
手
当
も
09
年
度
末
で
完
全
廃

止
、敬
老
祝
い
事
業
の
廃
止
・
削
減
な
ど
、あ
い
つ

ぐ
高
齢
者
い
じ
め
に
対
し
、共
産
党
市
議
団
長
と

し
て「
福
祉

切
り
捨
て

や
め
よ
」と

対
決
し
て

き
ま
し
た
。

　

09
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
料
を
決
め
る

改
定
時
に
、こ
れ
ま
で
市
が
積
み
立
て
た「
介
護
給

付
費
の
準
備
基
金
」の
約
36
億
円
を
全
額
取
り
崩

し
て
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と
主
張
。同
基

金
か
ら
25
億
円
を
あ
て
一
部
を
除
き
保
険
料
が
す

え
お
き
に
な
り
ま
し
た
。ひ
き
つ
づ
き
引
き
下
げ

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
び
に

１
割
の
利
用
料
負
担
が
か
か
り
、し
か
も
重
い
障

害
の
人
ほ
ど
重
い
負
担
に
な
る「
障
害
者
自
立
支

援
法
」。こ
の
世
界
に
例
の
な
い
悪
法
の
廃
止
を
求

め
る
世
論
と
運
動
が
政
治
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
市
議
団
は「
自
立
破
壊
法
は
廃
止
す
べ

き
」と
一
貫
し
て
主
張
、障
害
者
と
家
族
、関
係
団

体
の
み
な
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
、議
会
で
告

発
。「
応
能
負
担
に
も
ど
し
、低
所
得
の
方
の
利
用

料
を
無
料
に
」と
、く
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」の
廃
止
、

低
所
得
者
は
市
独
自
で
無
料
に

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

国
に
求
め
よ

老
人
医
療
費
助
成
は

廃
止
で
な
く
存
続
・
拡
充
を

高
齢
者
と
障
害
者
に
や
さ
し
い
川
崎
へ

介
護
・
福
祉
の
充
実
を
求
め
て

介
護
施
設
の
人
材
確
保
へ

市
独
自
の
支
援
策
を福祉製品開発で

産業振興を

75
歳
以
上
が
打
ち
切
ら
れ
た

「
プ
ー
ル
無
料
券
」支
給
を

幸
区
へ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
に
も
全
力

●
市
営
住
宅
と
の
併
設
で

　

東
古
市
場
に
開
設

●
河
原
町
小
学
校
跡
地
、

　

南
部
市
場
に
も
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鹿島田踏切の状況を調査する竹間議員

かつて雨の日は傘をさしてすれ違うのも大変
だった新川崎駅前の鹿島田跨線橋。当初、市は
「橋脚を生かした改修では拡幅は困難」という
見解でしたが、議会で竹間議員が、「歩道部の重
量を減らせば、いまの橋脚のままでも拡幅は可
能」と、専門家の重量計算を示しながら提案し、
拡幅が実現しました。

　

新
川
崎
地
区
の
再
開
発
に
よ
る
交
通
量
増
加
で

鹿
島
田
踏
切
の
交
通
渋
滞
が
い
っ
そ
う
激
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。武
蔵
小
杉
駅
〜
矢
向

駅
間
の
南
武
線
連
続
立
体
交
差（
高
架
化
）事
業

は
、幸
区
民
の
悲
願
で
す
。

　

市
の
第

２
期
実
行

計
画
（
08
〜

10
年
度
）
で

「
南
武
線
連

続
立
体
交

差
事
業
」が

「
事
業
実
施

に
向
け
た

調
査
・
検
討
」に
位
置
づ
け
ら
れ
る
転
機
に
な
っ
た

の
が
、06
年
３
月
の
竹
間
議
員
の
質
問
で
し
た
。

　
「
２
０
１
０
年
ま
で
に
縦
貫
道
路
の
見
通
し
が

立
た
な
か
っ
た
場
合
は
南
武
線
を
優
先
す
べ
き
」

「
判
断
基
準
は
踏
切
の
遮
断
時
間
が
長
い
南
武
線

を
優
先
す
べ
き
」と
提
案
し
、市
長
が「
南
武
線
の

連
続
立
体
交
差
事
業
も
大
変
重
要
。京
急
大
師
線

の
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
判
断

し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

　

06
年
12
月
に
は
幸
区
町
連
が
５
万
５
千
人
余
の

署
名
を
そ
え
、「
南
武
線
未
高
架
地
域
の
連
続
立
体

交
差
化
」の
早
期
実
現
を
求
め
る

請
願
を
提
出
、全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
向
方
面
か
ら
の
右
折
帯
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、江
ヶ
崎
跨
線
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
13

年
３
月
ま
で
工
期
が
２
年
延
び
、小
倉
跨
線
橋
の
渋

滞
も
長
期
化
し
ま
す
。パ
イ
オ
ニ
ア
前
交
差
点
の
渋

滞
対
策
と
し
て
信
号
の
歩
車
分
離（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）

を
提
案
し
て
き
た
竹
間
議
員
は
09

年
９
月
議
会
で「
周
辺
の
交
通
量
調

査
を
行
な
い
効
果
的
な
渋
滞
対
策

を
講
じ
る
べ
き
」と
要
求
。建
設
局

長
は「
横
浜
市
と
連
携
し
て
交
通
量

調
査
を
実
施
し
、工
事
に
よ
る
影
響

を
検
証
す
る
」と
答
え
ま
し
た
。

　

09
年
11
・
12
月
末
、新
川
崎
地
区
の
シ
ン
カ
シ
テ

ィ
北
街
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
２
０
１
０
年
入
居
予

定
の
人
た
ち
か
ら
、竹
間
議
員
に
メ
ー
ル
が
殺
到
。

い
ま
あ
る
鹿
島
田
跨
線
橋
の
南
側
10
メ
ー
ト
ル
の

位
置
に
、並
行
し
て
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
付

き
歩
道
橋
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、完
成

年
次
が
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
年
遅
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
、対
策
を
求
め
る
内
容
で
し
た
。

　

竹
間
議
員
は
12
月
議
会
で
、工
期
が
遅
れ
た
理

由
を
明
ら
か
に
さ
せ
、可
能
な
限
り
整
備
を
急
ぐ

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

J
R
川
崎
駅
ホ
ー
ム
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
計

画
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。南
武
線

と
京
浜
東
北
線
の

ホ
ー
ム
は
コ
ン
コ

ー
ス
内
中
央
階
段

の
一
部
を
縮
小
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
。東
海
道
線
ホ

ー
ム
は
、コ
ン
コ
ー

ス
内
北
階
段
を
東

京
側
に
移
設
し
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
。11
年
３
月
ま
で

に
す
べ
て
完
成
す

る
予
定
で
す
。

竹間議員の議会質問が実り、05
年に鹿島田第6駐輪場が600台分
増設され、延べ1220台分になり
ました。

駅東側の狭い広場に放置自転車
があふれ、救急車も入れない状
況でした。西側の駅前広場に08
年4月、300台分の駐輪場が新設
されました。

古市場の多摩川河川敷に
簡易水洗トイレを設置

小倉神社前バス停にベンチ設置

夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園
の
健
康
遊
具
、

人
気
の「
回
転
板
」を
増
設

加
瀬
山
の
慰
霊
塔
東
側
の

階
段
に
手
す
り
を
設
置

北加瀬側の古市場矢上線の
ネットフェンスを更新

北加瀬第一公園の縁石を
ゲートボール対応に改善

　

川
崎
駅
西
口
北
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
設
に
伴
い
、東
口

へ
の
バ
ス
ア
ク
セ
ス
が

不
便
に
。
08
年
12
月
か

ら
、武
蔵
小
杉
駅
始
発
・

古
市
場
経
由
で
川
崎
駅

東
口
へ
の
バ
ス
路
線
が
、

朝
８
時
台
か
ら
８
便
増

便
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
踏
切
と
交
通
渋
滞
の
解
消
へ

連
続
立
体
交
差（
高
架
化
）事
業
促
進
を

〈
武
蔵
小
杉
駅
〜
矢
向
駅
間
〉

鹿
島
田
跨
線
橋
の
歩
道
を
拡
幅 

新
川
崎
・
新
た
な
跨
線
歩
道
橋

整
備
を
急
げ
２
年
遅
れ
に
メ
ー
ル
殺
到

古
市
場
か
ら
川
崎
駅
東
口
へ

バ
ス
路
線
が
増
便

地
域
の
身
近
な
要
望
を
解
決
し
て
き
ま
し
た

●
小
倉
跨
線
橋
の
渋
滞
対
策

南武線

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
ホ
ー
ム
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
へ

鹿島田第6駐輪場

鹿島田駅前広場に
駐輪場新設

放置自転車を
なくすために
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羽田連絡道路の建設予定地、点線は上流案
（手前は大師橋）

　

学
童
保
育
、公
立
幼
稚
園
、敬
老
無
料

パ
ス
、老
人
医
療
費
助
成
、介
護
援
助
手

当
、重
度
障
害
者
の
入
院
時
食
事
費
補
助

や
難
病
患
者
へ
の
療
養
費
補
助
ま
で
廃

止
・
削
減
す
る
な
ど
、福
祉
を
次
つ
ぎ
切

り
捨
て
て
き
た
現
市
長
。市
民
い
じ
め
に

自
民
・
公
明
・
民
主
が
す
べ
て
賛
成
す
る

な
か
、共
産
党
市
議
団
は
こ
れ
ら
の
福
祉

切
り
捨
て
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

　

09
年
10
月
の
市
長
選
で
現
市
長
の
対
立
候
補
を

立
て
た
自
民
や
民
主
は
、直
後
の
2
0
1
0
年
度

の
市
長
予
算
案
に
こ
ぞ
っ
て
賛
成
し
、自
公
民「
オ

ー
ル
与
党
」体
制
を
修
復
。共
産
党
市
議
団
は
、ム

ダ
な
開
発
を
や
め
る
な
ど
の
財
源
を
示
し
て
、子

育
て
や
福
祉
・
く
ら
し
を
最
優
先
す
る「
予
算
く
み

か
え
」を
毎
年
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

現
市
長
は
、車
が
ほ
と
ん
ど
走
ら
な
い
高
速
道

路
や
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
を
強
行
し
、

“

船
の
来
な
い
港
“
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
２
機（
32
億
円
）あ
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

に
加
え
て
３
機
目
を
建
設
す
る
設
計
費
を

2
0
1
0
年
度
に
予
算
化
。こ
う
し
た
税
金
ム
ダ

づ
か
い
を
や
め
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
の
は
共
産

党
市
議
団
だ
け
で
す
。

１人総額26,000円から89,000円に。
里帰り出産等でも使えるように改善

所得Ｄランク（7,754人）の減額分（第１子
は18,600円）を補てん、前年同額を維持

小中学校教員の「定数内欠員」が
前年274人から2010年度115人へ

学校トイレ快適化改修工事もスタート

就業カウンセリング・マッチング事業
強化、商店街の街路灯ＬＥＤ化

2010年度中に策定へ

　CO2削減を排出企業に求めない条例案や、
大企業の水道料金だけ手厚く値下げする条
例案、事実上“住民投票させない“住民投票条
例案など、問題点の多い市長原案に対し、共
産党市議団は市民の目線から「修正案」を提
案してきました。

■議案提案権を行使して提案
●住民投票条例・修正案（2008年6月）
●水道料金条例・修正案（2009年10月）
●地球温暖化防止条例・修正案
　（2009年12月）

　市は、水江町237億円（下写真）、殿町3丁目23.5億円など、臨海
部の企業誘致の土地購入には次つぎ大金投入。共産党市議団
は、認可保育園や特養老人ホーム建設のためにこそ、市が土地
の確保に責任を果たすよう求めています。

自民党 民主党 公明党 共産党

（○賛成　●反対）

（○賛成　●反対）

重度障害者等の入院時食事費補助
を廃止する条例（2003年12月）
バスの敬老無料パスを廃止・有料化
する条例（2004年3月）
老人医療費助成を廃止する条例
（2007年12月）

後期高齢者医療制度を導入する条例
（2008年3月）

介護保険料を値上げする条例
（2009年3月）

市立幼稚園を廃止する条例
（2009年9月）

自

民

党

民

主

党

公

明

党

共

産

党

福祉切り捨て議案への
各党の態度

　いまある2機で年間13.5万TEUの処理能力が
あるのに、08年の年間取扱量は5.1万TEUでし
た。（１TEU＝20フィートコンテナ１個）

08年12月議会

共
産
党
川
崎
市
議
団（
10
人
）は
、市
民
の
運
動
と
力
を
あ
わ
せ
た
市
議
会
で
の
ね
ば
り
強
い
論
戦
と

建
設
的
提
案
で
、み
な
さ
ん
の
願
い
を
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

新政権が
減らした

～ 2年生は69校まで拡大

福
祉
・
く
ら
し
最
優
先
で

「
予
算
く
み
か
え
」を
提
案

あ
い
つ
ぐ
福
祉
切
り
捨
て

市
民
負
担
増
に

キ
ッ
パ
リ
反
対

み
な
さ
ん
の
願
い
を
実
現
、前
進
さ
せ
ま
し
た

税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
を
た
だ
す

不
要
不
急
の
開
発
事
業
ス
ト
ッ
プ
を
！

市民市民の願い願いにこたこたえ　え　
議会議会でがんばるがんばる

市民の願いにこたえ　
議会でがんばる

建設的提案とねばりの論戦で

問題点の多い市長案には
市民の目線で「条例修正案」

大企業に

甘いなど

土地がな
い

という理
由で

臨海部・水江町の企業誘致事業用地
5万5621m2を237億円で購入する議案

保育園・特養ホーム増設が
すすまないのに…

臨海部・企業誘致の土地購入には260億円

１メートル１億円
2010年度までに

総事業費6252億円

“船の来ない港”に計画
3機目のガントリークレーン

土
地
代
含
め
整
備
費
　
億
円

高速川崎縦貫道路
の建設

44

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設

小
杉
再
開
発
で
市
が

多摩川河口に
新たな橋を架ける計画も
　

400億円（見込額）

 

さ
ら

に

妊婦健診への公費助成
5回から14回に拡大

私立幼稚園の保育料　
　　　補助を市が補てん

35人学級を小学1年生で
全校実施

小中学校の全教室に
エアコン設置が完了

中小企業融資の利率を
引き下げ、雇用対策も

公共工事での労働者賃金
確保する「公契約条例」
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